
一般社団法人 GOLD 日本委員会 

2019 年度 第 2 回通常理事会 議事録 

 

令和元年 6 月 24 日 19 時 35 分より、東京ガーデンパレス 会議室３階「平安」（東京都文京区湯島一丁

目７番５号）において第 2 回通常理事会を開催した。 

 

出席理事： 今村聡、植木純、木村弘、瀬山邦明、長瀬隆英、橋本修、福地義之助（敬称略、五十音順） 

委 任 状： 一ノ瀬正和、永井厚志、西村正治、三嶋理晃 

出席監事： 工藤翔二 

事 務 局： 大塚、家崎 

 

1. 開会宣言 

事務局から本日の理事会は定足数に達している旨報告があり、定款の規定により代表理事長瀬隆英が議

長として選任された。議長は、本理事会は適法に成立したので開会する旨を宣言し、直ちに議事に入っ

た。 

 

2. 議案審議 第 1 号議案 新規正会員入会申込者承認の件 

議長の指名により、事務局から配布資料に基づき、新規正会員入会申込者について説明があった。 

議長が入会について賛否を諮ったところ、満場一致をもって承認された。 

- 今村先生より、一般社団法人なので、会員の数を増やすことはすごく大事で、できるだけ色々なとこ

ろを通じて会員募集の案内をした方が良いのではないか。外から見たときに会員の数が少ないというこ

とは組織の活動として弱いと思われてしまうので出来るだけ、会員は多い方が個人的には良いと思うと

いう意見があった。 

- 福地先生より、COPD についてマスメディアからインタビューを受けた時など、GOLD 日本委員会

の話もした際にはホームページのアドレスを新聞記事などの最後に記載してもらうとだいぶ違うので

はないかと思うという意見があった。 

 

3. 報告事項 事業進捗状況について 

議長より、賛助会員のアステラス製薬、マイラン EPD 合同会社の退会について説明があった。また新

規先として小野薬品やエア・ウォーター・メディカルなどを検討している旨報告された。 

 

4. 検討事項 

1）COPD認知度把握調査内容の検討 

議長より昨年の質問内容について問題がある部分があることが説明された。Q1 で COPD という病気を

よく知っている、聞いたことがあると回答した数と Q2 で COPD を選んだ数に乖離があり矛盾してい

た。故に、1 次調査 Q2 の選択肢で「COPD」を削除することで賛否を諮ったところ、満場一致をもっ

て承認された。 

 



- 長瀬先生より、Q2 に関しては昨年から始めた質問で、日本語の病名を聞いている。肺気腫、慢性気管

支炎を聞いたことがあると答えた人は 69％あった。7 割の人が知っている。肺気腫を知っている人に

COPD を知って欲しいという運動が必要だということが分かったというコメントがあった。 

- 福地先生より、肺気腫という病気の怖さが COPD と結びついて理解されているかというところが問

題。重点の絞り方が分かってきたというコメントがあった。 

- 工藤先生より、肺気腫や慢性気管支炎という名前は古いから聞いたことがある人が多い。学問的には

イコールではないが、肺気腫は今は COPD と言うというと分かり易いのではという意見があった。 

 

2）日本COPDサミットプラグラム内容の検討 

議長より配布資料に基づいて企画案が説明され、講師について原案通り承認された。 

見せ方については更に検討を重ねることとした。 

- 福地先生より、患者団体など支部があるところがあるので、そういうところを利用すると患者さんが

集まって皆で見ることができるので共同視聴ができるとよいとう意見があった。 

- 橋本先生より、60 分、PC の前でずっと見ているのは難しい。ホームページにバナーを貼っていつで

も見られるようにした方が効果的ではないかという意見があった。 

- 工藤先生より、テーマごとに細かく割って、15 分ずつにするなど工夫が必要という意見があった。 

- 木村先生より、せっかくこういうコンテンツを配布するのなら、保健所や自治体レベルで自由に使っ

てもらえるようにプロバガンダした企画にすると、底辺のところで広げられるのではないかという意見

があった。 

 

5. 閉会宣言 

20 時 30 分、議長により 2019 年度第 2 回通常理事会の議案審議が終了したことが宣言され、閉会した。 

 

 

2019 年 6 月 24 日 

 

 

署名人  代表理事  長瀬 隆英   印 

 

 

監  事  工藤 翔二   印 


